
書道Ⅰ 篆書を知ろう



泰山刻石に学ぶ



楷
書
の
「
石
」
と

小
篆
の
「
石
」
を

比
較
し
よ
う
。



・
線
に
注
目
し
て
比
較
し
よ

う
！

楷
書

小
篆

線
の
太
さ
が
一
定
で
あ

る
。

線
に
太
細
の
変
化
が
あ

る
。

蔵鋒



○
小
篆
を

書
く
と
き
の
ル
ー
ル

①①
蔵
鋒

②
線
の
太
さ
は
一
定

③
横
画
は
水
平
、

縦
画
は
垂

直



目
標

線
の
太
さ
を
一
定
に
書
こ
う
。

一
時
間
目
の
授
業
の
流
れ

①
練
習
用
紙
を
用
い
な
が
ら
練
習

す
る
。

↓

②
練
習
し
た
こ
と
を
生
か
し
、

「
不
」
と
い
う
一
字
を
臨
書
す

る
。



自
己
評
価
を
し
よ
う
。

授
業
を
振
り
返
り
、

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に

記
入
し
よ
う
。



・
時
代
背
景

秦
の
始
皇
帝
は
そ
れ

ま
で
七
国
に
分
裂
し
て

い
た
国
を
次
々
と
併
合

し
、
紀
元
前
二
二
一
年

に
春
秋
戦
国
と
続
い
た

乱
世
を
統
一
し
た
。



・
時
代
背
景

そ
し
て
、
自
ら
王
と

い
う
称
号
を
改
め
、
光

り
輝
く
、
偉
大
な
る
意

味
の
「

皇
」
と
天
の

神
の
意
味
の
「

帝
」

を
合
わ
せ
、
「

皇

帝
」
と
称
し
た
。



始
皇
帝
が
は
じ
め
た
こ
と

○
封
建
制
を
廃
止
し
、
法
を

も

と
に
し
た
郡
県
制
の
施

行

○
兵
器
の
没
収

○
度
量
衡
・
貨
幣
の
統
一

○
焚
書
坑
儒

○
万
里
の
長
城
な
ど
の
築
造

○
文
字
の
統
一

→

小
篆
が
使
用
さ

れ
る
。



その時に建てられ
たのが「泰山刻

石」

秦時代（紀元前２１
９）



・
建
て
ら
れ
た
理
由

は
・
・
・

始
皇
帝
が
全
国
を
統
一

し
、
そ
の
偉
業
を
民
衆

に
示
し
、
後
世
に
伝
え

る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
。



書
い
た
の
は
・
・
・

当
時
の
丞
相
（
総
理
大

臣
）
で
あ
る

李
斯

様
々
な
制
度
を
統
一

す
る
こ
と
に
携
わ
っ
た

人
物
。
李
斯
の
意
見
に

よ
っ
て
始
皇
帝
の
政
治

は
進
め
ら
れ
て
い
た
。



・字
形
に
注
目
し
て比

較
す
る
と

「
金
文
」

「
泰
山
刻
石
」→

左
右
対
称
・分
間
が
等
し
い



○
小
篆
を

書
く
と
き
の
ル
ー
ル

②①
左
右
対
称

②
分
間
が
等
し
い



・
「
金
」
と
「
因
」

を

臨
書
し
よ
う
。

・
半
紙
を
横
に
し
て
、
半

分
に
折
り
、
紙
面
に
大

き
く
書
い
て
い
こ
う
。

字
形
に
気
を
つ
け
て
書
く
。

目
標



自
己
評
価
を
し
よ
う
。

授
業
を
振
り
返
り
、

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
で

自
己
評
価
を
し
て

下
さ
い
。



後
片
付
け

○
ご
み
は
ゴ
ミ
箱

へ○
硯
は
拭
き
と
る

○
筆
は
一
人
一
人

持
っ
て
く
る


